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femaleandmalerespectively.Thesevaluescould

beexpressedintheunitof〝g′/mgas0.11146

and0.06400forfemaleandmaleastheaverage

bodyweightsoffemalesandmalesusedforthe

presentexperimentwere73.4and49.2mgre-

spectively. Inthiscase,sothat,malewasca

1.74timesmoresusceptibletoB-1946thanfe･

male.Thisslightdifferencebetweentwovalues

determinedfrom thedosage(〃g′′mg)-mortality

anddosage(〃g/roach)-mortalitydataisseemed

tobeduetothatthebodyweightwasleftout

ofconsideration. TheeffectofgrouplngWas

examinedbycomputingthesamedatainseven

differentarrangements. Everyconstantswere

almostthesameamongsixdifferentgrouplngS

although allresultsweresomewhatdifferent

from theresultcomputedfrom theungrouped

data.

ToxicityofB-1946totheCommonEot18eF)yE▼aluatCdbytheImpregnatedFilterPaper

Method.StudiesontheBiologicalAssayofInsecticides.L. SumioNAGASAWA andMichiyo

SIIIBA(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,ShizuokaPref.)ReceivedJam.23,1965･

BoLyu･Kagaku,30,30,1965(withEnglishSummary,33)

6. 折紙法による B-1946のイエバエに対す る蕃性の評価 恕虫剤の生物試験に朗する研雅

邦50は 長沢純夫 ･柴三千代 (イハラ凸来研死所)40.1.23受理

イエバェに対するB-1946の詔性を,アセトンにとかした場合と,これにゴマ油を加用した勘合と

にわけて.折紙法により評価比較した. プロビットに変換した致死率と, 盗布薬立および曝磁時Iu

の対数の3者からなるプロビット平面はたたまれて,1本の屯緑と考えらることができた.Finney

の方法によりこれを耶析した紙果, この実験の聴田内ではゴ マ油をアセトンに加用すると,B-1946

のiu性は若干低下すること, および致死を決定する要囚として塗布薬虫, 曝践時間ともほほ同等の

式変性を有することを知りえた.

さきに筆者らは,malathionのイエバェに対するiii

性を,塔妹にアセトンを̀もちいた場合と,このアセト

ンにゴマ油を加用した場合とにわけて,51'紙法により

夫映し,えられた結果をプロビット平面に描いてこれ

を解析評帖した.これと全く同じ失敗副面と方法によ

って,今回 B-1946のイエバェに対する詔性を罪定し

た.しかし本失敗の場合,描かれたプロピット平面は

たたまれて1本の直線と考えることができ,より筒qi

な形において比較することができた.その結果をここ

に糾'hする.本文にはいるに先立ち,供試昆虫の飼育

に御仏)Jいただいた伏見主手放に謝意を表する.

実験材料および方法

供試昆山 :この火映に もちいた イエバェMusca

domesh'cauEcl'naMacq.は,豆腐拍増益により幼虫

親を,砂地と水をあたえて成虫糊を飼育した,いわゆ

る高槻系と称される毅代飼育系統の,羽化後4-5El

目の雌胴体である.

供試典剤 :B-1946の コードナンバー を有する薬物

は, イハラ投薬研死所で合成 された 0,0-dimethyl

ortho･nitrobenzyldithiophosphateと0,0-dimethyl

para･nitrobenzyldithiophosphateの出合物で,和
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効成分82.6,%を表示するresearchgradeの試料であ

る.これをアセトンおよびゴマ油を10%加川したアセ

トンで3･5,5･0.7.0および 10･OFEg/mmSの氾皮に稀

釈し供試薬紋とした.

突放方法 :稀釈典故 1ccを,両群 63.59cm2の円

形折紙 (東洋折紙 No.2)に一様に滴下し,乾くのを

まってこれを-B径 9cmのペト')皿中に導入,その中

の約40匹の イエバェに160,200および 252分間接触

させた.処理後これらを垣径 9cm,高さ5cmのガラ

ス容掛 こ移し,網蓋をかぶせてその上から桝として水

で等虫稀釈した牛乳を脱脂綿にひたしてあたえた.生

死の記録は薬剤を塗布した折紙面の曝桜をとり去った

ときからかぞえて,24時間後におこなった.別に対P.(i

区として,溶媒のみをそれぞれ1cc滴下したものにつ

いて,同様の火映をおこなった.実験佃背ともに25oC
Lu係鮎度70%の環硫条件下でなされた.

実験結果と考察

火敗の結氷をしめすと節1衣の邦1-3および6-

8欄のごとくである.なお浴媒のみの処伽をおこなっ

た対舵区における奨死率は0%であった. ところで

このような実験計画にしたがっておこなわれた試験の
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緋.14さは.

Y-a+blXI+b2x2

なる別田h-ILJJ-fltl式をもってあらわしうる.プリビット

･平内のえられることをさきにしろした.すなわち.那
1･JZ耶4欄の xIは打i航跡 こつけた肘I'tの対銃で,那

Table1. Percentmortalitydataofthe

filterpaperandcomputationsforfitting

5欄の x2はこれに曝描した時rEfJの対数である.第8

欄の致死tJ'!.Pに対するempiricalprobitが第9欄で

このempiricalprobitをxl+x2にたいして点綴した

似合.平行な精子fn雌 のプロビット平面がそこにえが

かれるはづである.これと全く同じようにしてグラフ

commonhouseflyforB-1946depositedon

ofprobitplane.
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Logdeposit十logtimeforB-1946inacetonewithoil
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Fig.
1
.
LethaleffectofB-19460mthecommon
houseflyevaluatedbytheimpregnatedfilter

papermethod･
Leftclosedprobitplaneisfor
B-1946inacetoneandrightclosedpro
bitplane
isforthatinacetonewithsesameoil.

a)上にJ.
'
t
i柑したk.Ij'恥が邦1図であるが,
本火映の場合

描:(･はたたまれて1本の回帰直線がえられた･
すなわ

ち揃Tl･な糾立てる二つの平行な回帰線が.
すなわちx2

な仏はしてxLと致死率のプロビットとの旧の回帰線

のIll旅奴とxlをl占促してx2と致死率のプロビットと

のILrJo)L■_
州線のItj係数が,
ほとんどひとしいと考えら

れる状fBがえらjtj=.
JR脚こしるしたように.
邦1袈下段の数位から平行

なプT3ビット･l
V･両の回̂+l
I係数blおよびb2をもとめる

辿iuJ'以J4:をかくと
33
.
063b1-3.
607b2-133.518

-3.
607bl+9.
033b2-26.
964

なえる
.
才i列式

V-
(≡:;;三…)-
(8
:
8至圭喜…0
.:
?壬喜亨g)

をみちびき
,
これからblおよびb之をもとめると,
そ

れぞれ4.5
624および4･8
074となる
.
これと邦1表下

段0)x-I.X-2,
5iとから溶媒にアセトンをもちいた場合

と
,アセ
トンにゴマ油を加用した場合のプロビット平

'lTlio)JJ一郎J
t:

Y-夕+bl(Xl-X-2)+b2(x2一元2)

をもとめると
,
それぞれ

YA--9.
0772+4.
5624xI+4.
8074x2

Y0--9.2502+4.5
624xl+4.8
074x2

となった.
この-JJJ挺式に郡1誠の邦4,
5欄の数値を代

入して
,
第1表の以後の欄のYがえられたが,こ
れ

は邦10欄のexpectedprobitとほとんどひとしく,.
これ以上の補正計算をおこなう必要がないということ

が可経である.
節2表は二つのプロピット平面の平行

性と舛Ti性をx2検定した結果で,
これらのはづれの

有意性は充分5,
00'水郷以下であることがわかる.

ところで本火映の似合,pro
bitplaneの格子はほ

32

Table2. Testofparallelism andheterogeneity
ofprobitplanes.

i?eeegde.eニ sq:o:f≡ssTueaarne
of

Regressionplane 2 738.79

Parallelism ofplanes 2 0.58

Residualbeterogeneity 18 4.20 0.23

Tota1 22 743.57

とんどたたまれたままの形,すなわち blとb2がほと

んど同じ状ほがえられたが,もしこれが抽出誤差の鳩

朗内でひとしい場合は,その平均伯をもっておきかえ

ることが可能である.その検定は.bl-b之に対する･-ll/.

方和は1自由皮をもち,

Db2-(bl- bP)2/(cll-2cl2+C22)

Db2/S2によって検定すればよい.そしてもLFがイJ

志性からはるかに遠い場合は,この別々の係数を

b-i- bl(C22-C12)+bi(Cll- Cl,)
cIL-2C12+C12

でおきかえることが可経である.本突放の場合 Db2-

0.491565で, 独立変数 xlとx2に対する係数は1j一志
に異ならず,その平均 ∂J-4.600508をもちいてもさ

しつかえない.さきにしるしたアセトンを浴班にした

ときと,アセトンにゴマ油を加用して溶脚 こしたとき

のti講回帰方程式は,それぞれ

Ŷ --9.0772+4.6005(xI+xg)

Y0--9.2562+4.6005(xl+x2)

となる.この yに5を代入す ることによって,log

LD卯をもとめる式がえらjt,ち.すなわちそれぞれは.

4.6005(xL+x2)-14.0772

4.6005(xl+x2)-14.2562

となる.xIおよびx2の両変凶を含んでいるが, それ

らがどのような数値であって もその合L3日血がtru者o)

場合は3.060,後者の場合は3･098の logLDBOがえ

られる.この場合のDは塗布非鼠 曝抑 制A]のTLtd-JJ'な

意味するdosageである.それ故,ここで_qi神曲虫を

ひとしくとると,同じ致死率をえるために曝脚 与Zlnを

後者の場合は,対数叫位にして0･0389多くしなければ

ならないが.逆に曝脚 割田をひとしくしてもlL-dじ致死

率をえようとする場合,後者において非出を対数111位

にして0.0389多くとればよいiJlになる. すなわちこ

の似合,致死を決定する要因として塗布炎凪 曝脚!i

旧ともに同等の盃変性をもっているということができ

る.平均プロビットの分散は,weightの合計の迎放

すなわち Ⅴ(5))-1/Zwで,アセトンおよびアセトン

にゴマ油を加用した場合,それぞれ0.00147,0.00142
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となる.

blの分散は.さきにしめした zJL1-0.03162.b2の

分tFtは, zJ22-0.11575, bl と b2の)t･/JltFtは vl25
0.01263で,bl,b2 のけ叩.lJtZ壬はそれぞれ 土0.178.

0.340となる.そして

V(Y)-1/Zul+(XL-X-I)fV(bl)+2(xl-.Y-J)(X2-X-2)

Cov(bl,b2)+(x2-A-･2)2V(b2)

の式にそれぞれの数肌を代入することによって,ある

投坑に対する predictedprobitYの分散をもとめる

ことができる.

桁媒にアセトンを用いたときと,アセトンにゴマ油

を加用したときの相対効力は,この場合平行な阿帰線

の垂国師郡をもってあらわすと.

4-夕̂ -タO-bじ(元lAIB10+度2̂ -.520)-0.179土0.054

となる.Aの分7枚は.

y(A)-1/Zŵ+1/ZwJ+(jelA-.ielO)2V(bJ)

+2(庶1A-.t-10)(私1-範o)Coy(bl.b2)

+(私1-_i20)2V(b2)-0.0029321

Aの伯がしめすように,桁蝶のアセトンにゴマ油を加
用して折紙に竣布した場合は, イエバェに対する B-
1946の有効度は,アセトンのみの場合にくらべて少し

低下するということができる.しかし先和でもしるし

た,牲布物件の物FI!的性矧 こよってこの相対ll(tはいち

ぢるしく只なることが.B-1946の場合にもまたあて

はまることを付記しておかなければならない.

摘 要

1.折紙法によって B-1946の, イエバェの成虫に対

する招性を.河状にアセトンを用いた場合と,これに

ゴマ油を加FTlした場合とにわけて比較した.

2. 致死率 Yに対する投見因子,輪布兆琉XLおよ

び曝露時f''i]x2を,それぞれプロビットyおよび対数

x,,x2に変換して,これをプロt=+ット平田に作図した

甜花 柄-7･はたたまれてアセトンを粥妹にした場合,

アセトンにゴマ油を加用した場合,それぞれ1本の阿

柿Ei緑となった.

3. x2を同定して描いた xlとプロビットとのll'IJの

阿帰線耶の角係数 blと,xIをrtr,l起して描いたx2とプ

I,ビットのr.rUの阿i-tt緑TTfのITl係放b2とが.拙日記t.LA

のaQi関内でひとしく.n'線をしめす万和式はそれぞれ

Y=-9.0772+4.6005(xI+x2)

Y==-9.2562+4.6005(xL+x2)

となった.

4. 1JM1兆mをひとしくとると.閉じ致死率をえる

ためにアセトンにゴマ油をJJnlT]した場合は,アセトン

のみを桁卿 こした吻合にくらべて,噸脚 IilllrJを対数岬

位にして0.0389多くしなければならないが, この脚

係は噸何時l-TtJをひとしくとった吻合に もJ,･なじであ

ち.致死を映)i:する%TtrFlとして.～柳 城 札 噸爪印IjlLTrJ
とも関でのITTt公牡をもつものということができる.

5･ 二つの阿捕れ緑の:IT弓.irf抑附をもって弼二n･の相対

的効力をしめすと A-0.179j=0.054となった. すな

わち打T-klt班にJJ.いては桁媒のアセトンにゴマ油を加川

すると.アセトンのみの場合にくらべて nl1946のイ

エバェに対する有効度は,少し低下するということが

吋樋である.
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Summ&ry

Bytheimpregnatedfilterpapermethod,the

toxiceffectofB-1946dissolvedinacetonetothe

commonhousenylVaSCOmparedwiththatdis-

solvedin acetoneplussesameoil(9:1℃/v).

TestflieswereexposedtotheB-1946deposits

of3.5.5.0.7.0and10.0mg/64cm2for160.200

and252minutes. Following Finney'smethod,

theexperimentaldatawereexpressed intwo

probitregressionplanesandanalysed. Inthis

case,however.twoplaneswereclosedandthe

simplerequationswereobtained.Theequations

oftheprobitlinesforB-1946inacetoneandfor

in acetone plussesameoilwereyニー9.0772

+4,6005(xl+x2)andY--9.2562+4.6005(xl+x2),

respectively.Thetestsforheterogeneityandfor

parallelism didnotshowsignific.Tntdiscrepancy.

Themeanprobitdilrerencewascalculatedto

comparethemortalityproducedbytwotypesof

deposit. The resultA-0.179j=0.054 0btained

meansthatthetoxicityofB-1946tothehouse

flyisslightlydecreasedwllen thesesameoil

wasaddedtoacetoneassolventforimpregnating

thefilterpaper. Undertheconditionofthis

experiment,quantityofthetoxicantdeposited

isalmostasimportantasexposuretimeinde･

terminingthemortality.
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